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プログラムの目的 

モリンガ（学名：Moringa oleifera、和名：ワサビノキ）種子の脱脂粉末は、泥水とまぜると，細かい土壌粒子が

速やかに沈殿して透明水になる。本プログラムは、「実験Ⅰ：人工汚染水を浄化する」と「実験Ⅱ：水質浄化活

性成分を探る」からなり、実験Ⅰでは、土壌、色素、大腸菌で作った人工汚染水に脱脂粉末を混ぜて、透明水

に変える浄化能力を調べる。実験Ⅱでは、まず、脱脂粉末の水抽出液の加熱処理とタンパク質分解酵素処理

の結果から、水質浄化成分が耐熱性のタンパク質であることを考察する。次に、水抽出液からイオン交換樹脂

で精製した活性成分を電気泳動で分析し、活性成分が２つのサブユニットからなるタンパク質であることを確

認する。これらの実験を通じて、自然科学研究の道筋を学び，研究の面白さに気づかせることが目的である。 

プログラムの実施の概要 

〇 プログラムで留意・工夫した点 

本プログラムは、熱帯植物であるモリンガの種子に含まれる塩基性タンパク質を研究材料に、一連の実験を

通じて、タンパク質の多様性に気づき，水質浄化と水環境やSDGsを考える機会として企画したものである。講

義では、水質汚濁・水質検査・水質浄化の現状を尾山廣（理工学部生命科学科教授）、研究材料のモリンガの

栽培環境や産業利用を、モリンガ研究の第一人者、杉村順夫（京都工繊大学名誉教授）がスライドで説明し

た。受講生は、水環境が悪化している現状と SDGs の意義を理解し、モリンガが葉、花、莢、根、種子など、ほ

とんどの部分が利用できること、特に、葉がサプリメントとして市販されていることや脱脂粉末が水質浄化に使






